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令和３年度「行政評価」の結果等について 

 

 

１ 本市の行政評価の概要 

「第６次宇都宮市総合計画」（以下，「第６次総合計画」という。）で掲げた長期的な目標の

達成度を包括的・体系的に評価するため，行政評価は，「政策評価」「施策評価」「事業評価」

の３階層で構成する。 
評価の種類 概 要 

政策評価 

（５年に１度実施）

総合計画基本計画の政策体系に基づき，基本施策における目指すべき市

民生活の状態の達成度を測り，市民満足度の向上を目指すもの 
（総合計画基本計画の改定に向け，今年度実施） 

施策評価 

（毎年実施） 

基本施策に連なる各施策について，施策の進捗状況や市民満足度の推移

などを踏まえて，施策の課題抽出や今後の方向性を検討するもの 

事業評価 

（毎年実施） 

各事業について，施策目標を達成するために何が有効であるかという視

点から，今後の取組方針を検討するもの 
 

２ 「施策評価」の評価方法 

・ 各施策について，下表①～④の４つの評価指標に基づいて多角的・総合的な評価を実施 
・ 評価は，点数化による定量的な評価によって客観性を確保 
・ 「第６次総合計画」の体系に基づき，「令和２年度」に実施した事業を対象として，評価を

実施 
 

≪評価指標の概要≫ 

評価指標 概 要 

①産出指標の達成度 
「第６次総合計画」に掲げる施策指標の達成度を評価 

②成果指標の達成度 

③市民満足度の推移 
市民意識調査結果において，各施策の満足度について「満足」又は「や

や満足」と回答があった割合（市民満足度）の推移を評価 

④主要な構成事業の

進捗状況 

「第６次総合計画」の「まちづくり戦略プロジェクト」や主要事業から，

主要な構成事業として選択した事業の進捗状況を評価 

 

≪評価基準≫ 

配点 ２５点 ２０点 １５点 

①産出指標の達成度 Ａ 100%以上 Ｂ 70%以上 100%未満 Ｃ 70%未満 

②成果指標の達成度 Ａ 100%以上 Ｂ 70%以上 100%未満 Ｃ 70%未満 

③市民満足度の推移 Ａ 基準値+5%以上 Ｂ 基準値±5%未満 Ｃ 基準値-5%以下 

④主要な構成事業の 

進捗状況 

Ａ ２事業以上が 

「計画以上」 

Ｂ 主に４事業以上が 

「計画どおり」 

Ｃ ２事業以上が 

「計画より遅れ」 
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※ 新型コロナウイルス感染症を踏まえた評価の変更点 

昨年度は，新型コロナウイルス感染症（以下，「感染症」という。）の拡大により，事業が中

止・規模縮小などの影響を受けたため，施策指標（産出指標，成果指標）を当初想定した基準

により定量的に評価することが適当でない施策については，残りの指標（市民満足度，主要な

構成事業の達成状況）をもとに，総合評価を行った。 
 
３ 評価結果の総括 

⑴ 施策評価（  別紙  参照） 

ア 進捗状況 

 

【「順調」が半減した要因】 

・ 昨年度と比較し，「順調」が減少（※1）したが，これは，感染症の影響による一時的な

行政サービスの利用休止，社会経済状況や将来見通しを不安視する市民の増加などの要因

により，「市民満足度」が低下したことによるものである。 

   

【「やや遅れ」となった要因】 

・ 「安心して妊娠・出産できる環境の充実」と「幼児教育の推進」の２施策については，

「やや遅れ」（※2）となったが，これは，「子育て・教育分野」における「市民満足度」に

ついて，「わからない」の回答の割合が増加し，「満足」の回答の割合が低下したことによ

るものである。 

・ その要因としては，全国的な傾向として，感染症の流行が，出産や育児に影響を及ぼし

たことや，子育て施設の利用休止等により，妊産婦や乳幼児保護者向けの対面による相談

機会が制限されたことにより，子育てに関する将来の見通しに不安を抱える市民が増加し

ていることなどが考えられる。 
 

イ 各評価指標の結果 

 
・ 「公共交通ネットワークの充実」については，総合評価では「概ね順調」であるものの，

駅東側のＬＲＴの開業時期の延期や開業と合わせたバス路線の再編に遅れが生じたため，

評価基準の一つである「主要な構成事業の進捗状況」が「Ｃ評価」（※3）となっているが，

今後は，令和５年３月のＬＲＴ開業に向けて着実に取り組むこととしている。 

総合評価 

（100点満点） 

①～④の合計点により，判定 

順調 
【Ａ評価が２つ以上】 

（90 点以上） 
（Ｃ評価がある場合を除く） 

概ね順調 

 

（75 点以上 90 点未満）  

やや遅れ 
【Ｃ評価が２つ以上】 

（75 点未満） 
（Ａ評価が２つある場合を除く） 

組み合わせ例 

AAAA ・AAAB・AABB 
AAAC・AACC・AABC 

ABBB・ABBC・BBBB・ BBBC
ACCC・ABCC・BBCC 

BCCC・CCCC 

区 分 令和３年度 施策数（割合） 令和２年度 施策数（割合） 
総
合
評
価 

順 調 １４（ １６．５％） ２５（ ２９．４％）

概ね順調 ６９（ ８１．２％） ６０（ ７０．６％）

やや遅れ ２（  ２．３％） ０（  ０．０％）

計 ８５（１００．０％） ８５（１００．０％）

区 分 
産出指標 成果指標 市民満足度 主要な構成事業 

R3 R2 R3 R2 R3 R2 R3 R2 

Ａ評価 
29 

(51.8%) 
38

(44.7%)
26

(35.6%)
29

(34.1%)
11

(12.9%)
20 

(23.5%) 
1

(1.2%)
2

(2.4%)

Ｂ評価 
24 

(42.8%) 
45

(52.9%)
43

(58.9%)
52

(61.2%)
68

(80.0%)
65 

(76.5%) 
83

(97.6%)
83

(97.6%)

Ｃ評価 
3 

(5.4%) 
2

(2.4%)
4

(5.5%)
4

(4.7%)
6

(7.1%)
0 

(0.0%) 
1

(1.2%)
0

(0.0%)

計 
56 

(100%) 
85

(100%)
73

(100%)
85

(100%)
85

(100%)
85 

(100%) 
85

(100%)
85

(100%)
(コロナによ

る評価不適) 
29 12  

※3 

※1 

※2 



3 

ウ 各分野における課題の抽出 

   今後の「総合計画実施計画」の策定や予算編成などにつなげていく主な施策 

［各施策における課題・取組の方向性］ 

分野（柱） 
施策名 

◆：課題  ⇒：取組の方向性 

Ⅰ 子育て・教育 

安心して妊娠・出産できる環境の充実 

◆ 感染症の長期化に伴う子育て世帯の身体的・精神的な負担軽減がより一層図られるよ

う，妊娠期からの寄り添った支援を継続していくとともに，支援が必要な人に確実に情

報が伝わるよう周知強化を図ることはもとより，より広く，本市の充実した子育て施策

を情報発信していく必要がある。 

⇒ 関係機関との連携を強化しながら，きめ細かな支援を実施するとともに，子育て支援

策について，より広く，効果的な周知に取り組み，安心して妊娠・出産できる環境づく

りに取り組む。 

子ども・若者の健全育成環境の充実 

◆ 「経済的貧困」や「関係性の貧困」の解決に向けて，支援が届きにくい子どもや子育

て家庭に対し，支援を確実に届けられるよう，取組の充実・強化が必要である。 
⇒ 家庭学習や生活習慣の支援，体験機会の提供などを行う，「親と子どもの居場所づくり」

のモデル事業の検証を踏まえ，民間の子ども食堂も含めた「居場所」への支援のあり方

を整理し，健全育成環境の充実に取り組む。 

Ⅱ 健康・福祉 

安心して暮らせる社会福祉基盤の充実 

◆ 顕在化・深刻化する８０５０問題などをはじめ，感染症の影響による「孤独・孤立」

などの新たな福祉課題に対応できるよう，分野を越えたさまざまな相談機関と連携体制

の強化等による支援の充実が必要である。 
⇒ 地域包括支援センターを中心に，障がい・子ども・生活困窮等の分野の連携強化に向

けた仕組みづくりや，ＩＣＴ等を活用した関係機関との情報共有について検討し，誰も

が住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくりに取り組む。 

Ⅲ 安全・安心 

総合的な治水・雨水対策の推進 

◆ 近年の気候変動などにより，豪雨災害などが激甚化・頻発化し，市内で甚大な浸水被

害が発生していることを踏まえ，有効な防災・減災対策が必要である。 

⇒ 「総合治水・雨水対策推進計画」に基づき，「流す」・「貯める」・「備える」取組を着実

に推進し，田川・姿川の浸水被害軽減に取り組むとともに，今後は，市管理河川を含む

市全域においても，目標の前倒しに向けて検討する。 

Ⅳ 魅力創造・交流 

戦略的観光の推進 

◆ 令和４年の宇都宮駅東口交流拠点施設の開業を契機に，高い経済効果やブラント力の

向上に資するＭＩＣＥ誘致を強化していく必要がある。 
⇒ 効果的なＭＩＣＥ誘致に向けて，会議等主催者が利用しやすく，魅力と競争力の高い

支援策を創設するとともに，本市ならではの強みを最大限に活かしながら，多様な関係

団体等とともに交流人口の拡大や本市経済の活性化につながる方策を検討する。 

Ⅴ 産業・環境 

地球温暖化対策の推進 

◆ 脱炭素社会を見据え，市民・事業者・行政が一体となり，再生可能エネルギーの地産

地消を推進する取組や省エネ化に向けた取組の強化が必要である。 
⇒ 本市の脱炭素化を牽引する地域新電力会社による市民に身近で生活に密着した市有施

設への再生可能エネルギーの供給をはじめ，低炭素住宅の普及促進など脱炭素化に向け

た取組を推進する。 

Ⅵ 都市空間・交通 

地域特性に応じた土地利用の促進 

◆ ＪＲ宇都宮駅東口のまちびらきやＬＲＴの開通，大谷観光周遊拠点の供用開始など，

ここ数年間のＮＣＣの前進を踏まえ，市民や事業者とともに，誰もが暮らしやすく魅力

あるまちづくりに取り組むことが必要である。 
⇒ ＬＲＴ沿線における地域の特色に応じた土地利用や，ゆとりある歩いて楽しい中心市

街地の形成，魅力ある拠点づくりなど，拠点形成のより一層の推進に取り組む。 
公共交通ネットワークの充実 

◆ 高齢者や障がい者をはじめ，観光客やビジネス客など，誰もが安心して快適に移動で

きる階層性のある公共交通ネットワークの構築に向け，多様な公共交通の充実と連携強

化が必要である。 
⇒ 地域内交通の運行区域の拡大や，乗り継ぎポイントとなるバス停の環境整備，シェア

サイクルの検討，各種モビリティを一つのサービスを結合したＭａａＳ（※）の導入検

討など，多様な交通手段を選べる便利で安全な「公共交通ネットワーク」の充実に取り

組む。 
（※）「ＭａａＳ」とは，一つのアプリやウェブサイトで複数の交通手段の予約や支払
いができる仕組みのこと 
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⑵ 事業評価 

  ア 進捗状況 

※ 感染症の影響による変更有 

感染症の影響により，予定していた事業の中止や縮小など，大幅な変更が生じた事業 

 

【進捗状況の分析】 

・ 全体の約２割に当たる１７９事業において「感染症の影響による変更」が生じている 

（※4）が，分野別で見るとイベント開催等が多い「魅力・交流・文化」分野が最も大きく

影響を受けているが，その他の分野においても一定の影響が生じている状況にある。 

・ 具体的には，「イベントの中止や規模縮小」，「施設の利用中止，時間短縮」などが多くな

っているが，Ｗｅｂ会議やオンライン講座の導入などのＩＣＴの活用や，１回の参加定員を

引き下げて開催回数を増やすことによる提供機会の確保など，「感染症対策」を徹底するた

め，創意工夫を発揮しながら，市民サービスの維持・向上に取り組んでいる。 

 

  イ 今後の取組の方向性 

 

・ 昨年度と比較し，「改善」による事業の見直しが，約２．５倍に増加している（※5）が，

これは，前述のとおり「感染症対策」を徹底するため，ＩＣＴの活用や，開催手法の変更な

どの「見直し」を行った結果となっている。 

・ また，「拡大」については，今年度の重点施策である，「安全・安心」や「スマートシティ

の推進」の分野（※6）が中心となっており，主な事業は次のとおりとなっている。 
 

［主な拡大事業］ 

    「安全・安心」 

     ・ 総合的な治水・雨水対策の推進 

（奈坪川などの河川整備の推進，田んぼダムの普及促進 等） 

・ 地域防災力の強化 

 （市民の防災活動における新たな補償制度の創設） 

    「スマートシティの推進」 

・ ＧＩＧＡスクールの推進 

（タブレット端末を活用した学習の推進，教職員のＩＣＴ活用スキルの向上 等） 

     ・ 行政サービスの電子化の推進 

（行政手続のオンライン化，キャッシュレス決済の拡充 等） 

区 分 令和３年度 施策数（割合） 令和２年度 施策数（割合）

計画以上 ５（  ０．６％） ２（  ０．２％）

計画どおり ６４７（ ７７．７％） ８３９（ ９９．２％）

計画より遅れ ２（  ０．２％） ５（  ０．６％）

感染症の影響による変更有※ １７９（ ２１．５％） － 

計 ８３３（１００．０％） ８４６（１００．０％）

区 分 Ｒ３ 事業数（割合） Ｒ２ 事業数（割合）

継 続 ６８７（ ８２．５％） ７４８（ ８８．４％）

見直し 

(予定を 

含む) 

改 善 ７７（ ９．２％） ３１（ ３．７％）

拡 大 ５６（ ６．７％） ４５（ ５．３％）

縮 小 ３（ ０．４％） ４（ ０．５％）

廃止・終了（統合を含む） １０（ １．２％） １８（ ２．１％）

小 計 １４６（１７．５％） ９８（ １１．６％）

計 ８３３（１００．０％） ８４６（１００．０％）

※5 

※6 

※4 
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４ 日本一施策事業について 

・ 市民が誇りや愛着を持てるような，全国に誇れる・選ばれるまちづくり事業（日本一施策事

業）を創出・推進するため，６９事業（内訳：新規４，継続６５）を選定した。 
 
［選定の区分と考え方］ 

選定の区分 考え方 

トップクラス 

（日本でトップクラス） 
活動量やその成果などが客観的・定量的に全国でトップクラスにあるもの 

独自性 

（日本で唯一，宇都宮独自） 

地域の資源やアイデアを活用し，宇都宮らしさや独創性・独自性があり，

｢宇都宮オリジナル｣や｢宇都宮モデル｣として全国に誇れるもの 

先駆的 

（日本で先駆け） 
市民ニーズや時代の趨勢を見据え，全国に先駆けて取り組むもの 

 
［主な取組］ 

取組名 

選定の区分 
特徴（選定理由） 

新規 

地域別データ分析の

実施  

【独自性】 

・国民健康保険データや健康意識アンケート調査，保健福祉，交通，都市

整備などの分野横断的なデータを活用して，本市独自の「健康度」の指

標を設定し，連合自治会圏域（３９地区）ごとの健康状態を数値化 

・市域全体及び連合自治会圏域ごとの特徴について，図やグラフを用いて

「見える化」した分析ブックを作成 

新規 

宇都宮市民遺産制度

（みや遺産）の推進 

【独自性】 

・市民や地域に親しまれてきた「歴史文化資源」を市民全体で共有すると

ともに，保存活用に取り組む団体の活動を支援することにより，地域や

社会全体で歴史文化資源を継承 

新規 

宇都宮サテライト 

オフィスの設置 

【先駆的】 

・［中核市初］都内に，年間を通じて，ビジネスマッチングや本市の魅力

発信に特化したサテライトオフィスを全国に先駆けて設置 

新規 

地域新電力会社によ

る再生可能エネルギ

ーの地産地消の推進 

【先駆的】 

・［全国初］官民協働の「地域新電力会社」の設立により，本市が発電す

る再生可能エネルギーをＬＲＴや市有施設などに供給し，脱炭素化を促

進 

・令和３年７月の会社設立に向け，３月に事業パートナー候補となる優先

交渉権者を決定 

交通ＩＣカード 

(ｔｏｔｒａ)の導入 

【先駆的】 

・［全国初］「Ｓｕｉｃａ」と連携した「地域連携ＩＣカード」を全国に先

駆けて導入 

・運賃支払の簡略化と，これに伴う定時性・速達性の向上・乗り継ぎの円

滑化など，公共交通の利便性向上 

スマートシティの 

推進 

【先駆的】 

・産学官連携による「Ｕスマート推進協議会」を設立し，国土交通省の「ス

マートシティモデル事業」（「先行モデルプロジェクト」）に選定 

・［県内初］大谷地域の観光振興に向け，様々な交通サービスを切れ目な

く利用できる観光型ＭａａＳプロジェクトを北関東最長期間で実施 

 

５ 評価結果等の活用 

・ 本年度実施した評価の結果については，各施策の進捗状況や課題を「総合計画実施計画」の

策定や予算編成，政策評価等に活用していく。 

・ 日本一施策事業については，今後とも，本市ならではの特徴ある施策・事業を創出・推進し，

広くアピールすることにより，本市の魅力を更に向上させ，東京圏からの移住・定住の促進な

どの取組に活用していく。 

 

 


